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詫
間
町
防
災
行
政
無
線
放
送

施
設
条
例
の
廃
止

■問　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
関
わ

る
情
報
機
器
の
処
分
調
書
は

あ
る
の
か
。

■答　
基
地
局
機
器
と
戸
別
受

信
機
器
が
あ
り
、
備
品
に
つ

い
て
は
台
帳
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
。
関
係
施
設
の
撤
去

は
24
年
度
に
予
定
し
て
お

り
、
す
で
に
調
査
を
終
え
把

握
し
て
い
る
。

動
産
の
買
入
れ

■問　
サ
ー
バ
ー
の
や
り
変
え

は
３
回
目
で
、
シ
ス
テ
ム
的

に
業
者
が
固
定
化
す
る
と
思

う
が
問
題
は
な
い
か
。

■答　
今
回
の
機
器
の
購
入
は
、

一
般
競
争
入
札
を
導
入
し
た
。

結
果
的
に
機
器
は
同
じ
業
者

に
な
っ
た
が
、
指
名
で
は
な

い
一
般
競
争
入
札
と
し
た
た

め
、
競
争
性
が
働
い
た
と
考

え
る
。

23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

関
係
部
分

■問　
吉
津
小
学
校
の
消
火
栓

配
管
工
事
は
、
敷
地
の
盛
土

部
分
の
沈
下
が
原
因
と
考
え

ら
れ
る
が
、
抜
本
的
な
修
繕

工
事
と
な
る
の
か
。

■答　
22
年
度
も
校
舎
消
火
栓

の
配
管
が
同
じ
よ
う
な
状
態

に
な
り
、
地
中
配
管
か
ら
地

上
配
管
に
し
た
。
今
回
も
同

じ
方
式
を
考
え
て
い
る
。

　

以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重

な
審
査
に
よ
り
原
案
ど
お
り

可
決
し
た
。

「
離
島
振
興
法
の
改
正
・
延

長
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）」

　

国
に
対
し
て
、
離
島
振
興

対
策
の
見
直
し
を
要
望
す
る

た
め
、
意
見
書
（
案
）
を
提

出
し
た
。

23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

関
係
部
分

■問　
農
地
・
水
保
全
管
理
支

払
交
付
金
事
業
補
正
は
、
交

付
対
象
枠
を
拡
充
し
よ
う
と

す
る
も
の
か
、
対
象
を
精
査

し
よ
う
と
す
る
も
の
か
。

■答　
23
年
度
に
制
度
の
変
更

お
よ
び
拡
充
が
あ
り
、
一
定

規
模
の
事
業
量
が
確
保
で
き

る
よ
う
に
、
対
象
経
費
の
拡

充
が
さ
れ
た
も
の
で
、
向
上

活
動
支
援
交
付
金
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

■問　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
予

算
500
万
円
は
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
の
か
。

■答　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の

事
務
所
を
民
間
施
設
の
借
用

に
よ
り
準
備
し
、
水
道
や
電

気
工
事
・
事
務
機
器
の
購
入

の
経
費
・
営
農
指
導
員
２
人

の
雇
用
お
よ
び
そ
の
活
動
に

か
か
る
経
費
で
あ
る
。

市
道
の
路
線
変
更

■問　
国
道
11
号
線
の
４
車
線

化
に
伴
い
、
地
元
自
治
会
の

生
活
圏
が
遮
断
さ
れ
る
こ
と
を

回
避
す
る
た
め
、
市
道
の
拡

幅
が
必
要
で
あ
る
と
の
説
明

だ
が
、
地
元
か
ら
要
望
書
は

出
て
い
る
の
か
。
市
道
の
拡

幅
で
な
く
、側
道
や
歩
道
橋
・

横
断
歩
道
の
設
置
に
よ
り
、

生
活
圏
の
遮
断
を
回
避
す
る

方
策
の
検
討
や
要
望
を
国
や

県
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
の
か
。

■答　
地
元
か
ら
の
要
望
書
は

提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
歩
道

橋
は
既
存
の
も
の
を
設
置
す

る
だ
け
で
、
当
該
地
に
は
計

画
は
な
く
、
市
道
を
拡
幅
す

る
方
向
で
進
ん
で
い
る
。

　

以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重

な
審
査
を
行
い
、
議
案
第
101

号
・
102
号
「
市
道
の
路
線
変

更
に
つ
い
て
」
は
、
国
道
４

車
線
化
計
画
と
の
関
連
が
大

き
く
、
さ
ら
に
審
査
を
行
う

べ
き
と
継
続
審
査
に
、
そ
の

他
の
９
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
し
た
。

　

請
願
「
漁
業
用
軽
油
に
か

か
る
軽
油
引
取
税
の
免
税
措

置
に
関
す
る
国
へ
の
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願
書
」

は
、
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

■問　
県
下
で
精
神
病
床
が
不

足
し
て
い
る
と
い
う
が
、
永

康
病
院
は
希
望
が
な
か
っ
た

の
か
。

■答　
事
前
に
調
査
が
あ
り
、

永
康
病
院
は
希
望
が
な
く
、

西
香
川
病
院
は
認
知
症
対
策

と
し
て
、
介
護
療
養
型
を
５

床
減
ら
し
て
、
今
回
増
床
し

た
い
と
の
こ
と
だ
。

■問　
全
病
床
数
150
床
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
５
床
を
増
床
し
て

は
。

■答　
施
設
整
備
が
必
要
で
あ

る
こ
と
と
、
一
般
病
床
・
療

養
病
床
と
も
三
豊
市
、
観
音

寺
市
で
構
成
の
三
豊
保
健
医

療
圏
で
は
、
既
に
計
画
数
を

オ
ー
バ
ー
し
て
お
り
、
新
設

増
床
は
不
可
能
で
あ
る
。

23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

関
係
部
分

■問　
社
会
福
祉
総
務
費
の
災

害
要
援
護
者
マ
ッ
プ
整
備
事

業
は
、
既
に
本
市
全
体
図
が

電
子
化
さ
れ
て
い
る
も
の
を

利
用
す
る
の
か
。

■答　
現
在
使
用
の
市
の
地
図

情
報
と
災
害
要
援
護
者
シ
ス

テ
ム
と
連
動
さ
せ
る
。

■問　
ス
ト
レ
ス
測
定
器
を
購

入
す
る
が
、
台
数
と
設
置
場

所
は
。

■答　
１
台
購
入
し
、
市
民
課

の
前
の
壁
際
に
設
置
し
た

い
。

　

以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重

な
審
査
に
よ
り
原
案
ど
お
り

可
決
し
た
。

総
務
教
育

常
任
委
員
会

　

９
月
12
日
・
15
日
開
催
の
総
務

教
育
常
任
委
員
会
に
は
、
付
託
さ

れ
た
３
議
案
を
審
査
し
、
１
意
見

書
案
を
協
議
し
た
。

建
設
経
済

常
任
委
員
会

　

９
月
１
日
・
13
日
・
15
日
開

催
の
建
設
経
済
常
任
委
員
会
に

は
、
11
議
案
お
よ
び
１
請
願
が

付
託
さ
れ
審
査
し
た
。

民　
　

生

常
任
委
員
会

　

９
月
14
日
開
催
の
民
生
常
任

委
員
会
に
は
、
９
議
案
が
付
託

さ
れ
審
査
し
た
。

詫
間
町
防

施
設
条
例

■■■
ア
ナ

る
情
報
機

あ
る
の
か

■■■
基
地

信
機
器
が

い
て
は
台

て
い
る
。

は
24
年

り
、
す

握
し
て

動
産
の
買

■■■
サ
ー

は
３
回
目

に
業
者
が

う
が
問
題

■■■
今
回

一
般
競
争

結
果
的
に

に
な
っ
た

い
一
般
競

め
、
競
争

え
る
。

3
年
度 総

務務
常
任
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高速無線ネットワーク技術でブロードバンドサービスを展開
NPO法人Hug-Communications （三野町）

三
豊
発
!!
タ
ケ
ノ
コ
の
生
命
力
を
活
か
し
た
肥
料

高
瀬
町
村
興
し
炭
焼
会（
高
瀬
町
）

三
豊
市
中
小
企
業

振
興
基
金
事
業

　

取
り
組
む
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
た
の
は
竹
酢

液
。
殺
虫
殺
菌
作
用
や
土
壌
改
良
剤
と
し
て

の
実
績
も
あ
り
ま
す
が
、
材
料
の
竹
を
山
か

ら
切
り
出
し
て
来
る
の
は
か
な
り
の
重
労

働
。
そ
こ
で
、
誰
で
も
簡
単
に
採
れ
る
タ
ケ

ノ
コ
で
肥
料
を
作
れ
な
い
か
と
思
い
立
ち
ま

し
た
。

　

タ
ケ
ノ
コ
肥
料
は
、
粉
砕
し
て
乾
燥
さ
せ

た
も
の
と
、
発
酵
さ
せ
て
液
を
抽
出
し
た
も

の
と
で
南
国
フ
ル
ー
ツ
の
デ
コ
ポ
ン
を
使
っ

て
検
証
し
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
は
「
も
と
も

と
寒
さ
に
弱
い
デ
コ
ポ
ン
で
す
が
、
タ
ケ
ノ

コ
肥
料
を
使
い
な
が
ら

栽
培
す
る
と
通
常
13
度

程
度
の
糖
度
が
18
度
に

ま
で
な
り
、
も
の
す
ご

く
甘
い
デ
コ
ポ
ン
に
育

ち
ま
し
た
。
タ
ケ
ノ
コ

肥
料
の
生
命
力
に
は
驚

く
こ
と
ば
か
り
」
と
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
い
ち
早
い
商
品

化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

竹
炭
や
竹
炭
か
ご
、
竹
酢
液
な
ど
の
竹
炭

製
品
を
中
心
に
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
高

瀬
町
村
興
し
炭
焼
会
。

　

会
長
の
吉
田
さ
ん
は
平
成
4
年
か
ら
竹
資

源
を
活
用
し
た
製
品
事
業
に
着
手
。
平
成
12

年
に
は
香
川
県
む
ら
の
技
能
伝
承
士
に
認

定
。
以
来
、
竹
炭
・
竹
炭
酢
の
作
り
方
を
県

内
各
地
で
指
導
し
普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
1
日
で
1
ｍ
強
伸
び
る
と
言
わ

れ
る
竹
の
生
命
力
を
活
か
し
た
タ
ケ
ノ
コ
肥

料
の
商
品
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

▲効果が実感できるタケノコ肥料

▼
問
い
合
わ
せ  

政
策
課　

☎
73
・
3
0
1
0

　ライフラインである情報通信網を、より安
く多用途に活用できる方法を提案する NPO
法人 Hug-Communications（ハグ・コミュ
ニケーションズ）。地域振興の基盤整備を目的
に、高速無線を利用したブロードバンド・イ
ンターネット接続サービスを提供しています。
　未曽有の被害をもたらした東日本大震災で
は、有線による情報通信網のもろさが露呈し
ました。しかし無線なら機器さえ動けば通信
が可能で、停電時は自動車などから給電する
こともできます。しかも、有線ラインを引く
必要がなく、短期間で広範囲に通信網の整備
ができます。近年の無線技術の進歩は目覚し

く、高速化と安定性が両立され光ケーブルの中継に利用されているほどです。「家々までのケーブル敷
設が不要、光ケーブルに劣らない通信性能、設備や運用コストの低さ、大手にはできない地域密着型事
業展開など、多くの特色があります。今や、少子高齢化・過疎・防災などの地域課題解決には、地域特
性に応じたインターネットの活用が欠かせない時代です。ハード・ソフト両面から地域活性化につなが
る仕組みを作りたい」と、事務局長の齋藤さん。現在、三野町全域に加え詫間町松崎・須田地区も開局。
今後、粟島などの島しょ部を含め市全域への拡張を目指しています。

▲地域振興や災害時にも柔軟に対応する
無線通信網を目指しています

＊
約
１
分
間
の
測
定
で
、
心
と
身
体

　

の
バ
ラ
ン
ス
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
度
が

　

分
か
る


